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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、観光価値形成のための街路空間デザインプロセスの構築を行うことである
。まず、街のデザイン評価システムを作成し生活者と観光者との評価のズレを可視化した。そして、街路等公共空間の
実態調査及び景観評価から生活者・観光者双方に価値のある街路空間デザインのあり方を検討した。また、観光とまち
づくりの観点からの先進事例調査や実態調査などから街路空間デザインの留意点等を整理した。街路景観評価実験を基
に生活者・観光者双方の価値ある街路空間デザイン計画を提案し、街路の実態調査、評価、デザイン案の作成、検証、
最終案の策定に至る、観光価値形成のための街路空間デザインプロセスの構築に結びつけた。

研究成果の概要（英文）：First a system for rating urban design was created, making it possible to determin
e differences in ratings between residents and tourists. Then consideration was given to what kind of stre
et space designs are of value to both residents and tourists, based on investigations into public spaces, 
such as streets, as well as ratings of urban landscapes. In addition, important aspects of open street spa
ce design garnered from factual investigations and examination of leading examples were organized from the
 perspectives of tourism and urban development. Based on experiments rating street landscapes, a design pl
an for open street spaces of value to both residents and tourists was put forward, and this was linked to 
the construction of a design process for providing open street spaces in order to increase tourism value, 
extending to factual investigations related to streets, evaluation, creation of a design proposal, validat
ion, and determination of a final proposal.
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１．研究開始当初の背景 
 近年、我が国において産業構造が大きく転
換している。その中でも特に注目されている
分野に観光産業が挙げられる。観光庁によれ
ば、平成 17 年 23.9 兆円だった市場規模は、
平成 22年には 29.7兆円にまで拡大するとい
う。政府は 2008年に観光庁を立ち上げ、「観
光立国」を宣言し、多額の予算を投じている。
そうした流れのなかで、各地域においても独
自の街路空間づくりを行うことで、街路景観
の観光資源化を目指す取り組みが盛んに行
われている。また、景観に対する関心の高ま
りから 2003 年に制定された景観法も、取り
組みを後押しする形で作用している。伊勢市
おはらい町や小樽市小樽運河は、他の地域に
先がけて歴史的街並みを観光価値として捉
え、積極的な修景事業を実施した結果、現在
では多くの観光者誘致に成功したことで有
名である。 
 他方、街路空間において新たに観光価値の
形成を目指す場合、そこに居住する生活者の
存在を忘れてはならない。たとえ観光者から
見て独自性のある街路景観であったとして
も、生活する者にとってみればそこは日常の
生活空間であり、その景観の持つ重要性を理
解することは容易ではない。そうした経緯に
より、独自性を有した多くの貴重な景観が失
われてきたのも事実である。 
 これとは反対に、先程述べたような修景型
の景観形成の多くは、デザインコードや色彩
ガイドラインといった様々な規制を生活者
に強いるものが多い。これらの過度な規制は、
一方的に生活者の様々な自由を奪っている。
そして、結果として出現する景観は、生活感
の無い人為的なテーマパークのようになる
のである。生活者が存在する以上、このよう
な街路空間のデザイン方法は問題である。 
 つまり、現状の街路空間のデザインシステ
ムは生活者もしくは観光者どちらか一方の
価値観でもって形成されていると言える。今
まさに訪れようとしている観光の時代にお
いて、街路空間は生活者・観光者の「双方」
にとって重要であるという見地から、両者に
とって価値を感じることのできるような、バ
ランスのとれた街路空間のデザインを行う
ことが必要である。 
 
２．研究の目的 
 本研究は街路空間における観光価値を形
成するため、本研究室で構築しているデザイ
ン評価システム（クオリティカルテ評価・診
断システム）を利用して、生活者・観光者双
方の評価を内包した新たな街路空間デザイ
ン手法の構築を行うことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 本研究は次の三つの段階で進めた。第一段
階は、これまでプロダクトデザインを中心に
研究を行ってきたクオリティカルテ評価・診
断システムを、街路空間で行う場合の手法と

して確立する。第二段階では、新たに計画さ
れる街路空間デザイン案におけるクオリテ
ィカルテ評価・診断システムの手法を確立す
る。三段階では、それらを統合した上で、具
体的な街路空間を設定したケーススタディ
を行うことで、実用的な街路空間デザインプ
ロセスの構築に結びつける。 
 
４．研究成果 
(1)平成 23 年度の第一段階の研究は、地域の
観光価値評価のためのクオリティカルテの
構築であった。クオリティカルテの評価セン
テンスを抽出するために、地域イメージがど
のようなもので構成されているかを福岡県
在住の大学生 90 名にアンケート調査で福岡
に対する地域イメージの調査を行った。その
回答をランドマークや観光名所、特産品など
のカテゴリーに分類し、文献等と照らし合わ
せることで地域イメージの構成要素を定義
した。次に、定義したカテゴリーに沿って評
価センテンスの収集を行った。 
 収集元は、各カテゴリーに関連した先行研
究や専門誌、現地調査を行った観光地のパン
フレット等解説文等々から合計856個のセン
テンスを収集した。そして、集めた評価セン
テンスを内容によって分類・整理した。似た
意味のセンテンスの統合とわかりやすい表
現への簡略化などによりセンテンスの分類
24 項目のクオリティカルテを構築した。この
カルテを用いてケーススタディ地区2地区に
おいてアンケート調査を行い、地域における
生活者（内部者）と観光者等外部者との評価
のズレを可視化した。 
 その主な結果としては、地域の生活者の方
が観光者よりもさまざまな面で辛めの評価
であることなどが明らかとなり、観光価値形
成のための地域における街路空間デザイン
には、観光者の高い評価のセンテンスを計画
方針に盛り込み、その効果を生活者に理解さ
せる手法が必要であることが示唆できた。 
 
(2) 平成 24 年度は、研究計画の第二段階と
してまず既設の街路を含む公共空間デザイ
ンの実態調査分析及び評価を行い、新たに計
画される街路空間デザイン案におけるクオ
リティカルテ評価・診断システムの手法開発
のための資料が整った。その研究プロセスで
は、既存の街路等公共空間の実態調査並びに
景観評価を行い、生活者・観光者双方に価値
のある街路空間デザインのあり方に関する
検討を行った。 
 特に、福岡市南区役所との協働によって同
区内の新たなシンボルロード整備に向けた
シミュレーションのためのデザイン案を提
示し、区役所職員らとの協議などから具体的
なデザイン案作成に向けた方針を策定した。
またデザイン案として可視化した街路空間
デザイン計画が評価可能であるかの検証を
行い、次年度に向けた実験計画を策定すると
ともに、このシンボルロード整備に向けた街



路を評価実験のためのシミュレーション街
路に選定し 3次元 CGの作成を行った。また、
観光の側面では、観光とまちづくりの観点か
らの先進事例調査を行うとともに、九州各県
における観光振興とまちづくりに関する実
態把握も同時に行った。その主な結果として
は、生活者による地域の積極的なハードとソ
フトが連携したまちづくりの実践が観光ま
ちづくりの原動力となっていることや、公共
空間を軸とした良好な景観整備によって誇
れる街を形成し、ひいては観光振興にも結び
ついていることなどが明らかとなり、観光価
値形成のための地域における街路空間デザ
インには、その効果を生活者に理解させる手
法が必要であることが示唆できた。 
 
(3) 平成 25 年度は、本研究のまとめの年度
として地域におけるクオリティカルテ評
価・診断システムの評価手法を構築した。そ
して、具体的なケーススタディ地域を選定し、
実際の街路空間デザインにおいて評価実験
を繰り返しながら実用性の検証などにより
観光価値形成のための街路空間デザインプ
ロセスの構築に結びつけた。まず、街路景観
評価実験を基に生活者・観光者双方に価値の
ある街路空間デザインを検討・作成し、シミ
ュレーションのためのデザイン案の可視化
を行った。このデザイン案の評価を行うため
に被験者に示すことのできる評価のための
コンテンツを作成し、可視化した街路空間デ
ザイン計画が評価可能であるかの検証を行
い、実験計画を策定し、評価アンケートなど
を作成して評価実験を行い、その結果を統計
解析ツールにより生活者・観光者における評
価のズレの可視化（クオリティカルテ評価・
診断システム）を行うとともに評価手法の問
題点と課題を抽出した。そして、街路空間デ
ザインプロセスを試行するためのケースス
タディ地域（博多駅及び周辺地区）を選定し、
実際の街路空間デザインでの評価実験を繰
り返しながらデザイン計画とそのデザイン
プロセスをブラッシュアップさせ、デザイン
プロセスの実用性の検証により問題点と課
題を整理して修正等を加えた観光価値形成
のための街路空間デザインプロセスを構築
した。 
 
(4)研究成果プロジェクト 
 本研究で構築した街路空間デザインプロ
セスについて具体的な「JR博多駅博多口駅前
広場」を取り上げて考察する。 
4.1.計画方針の設定＜プロセス１＞ 
 JR 博多駅の博多口駅前広場は、福岡市と
JR 九州が管理する道路敷地（街路空間）の広
場空間であり、文字通り福岡・博多の玄関口
であり、福岡・博多の来訪者および住民らが
気持よく利用できる空間である必要がある。 
 しかし、これまでの博多口駅前広場（以下、
旧駅前広場）は課題を多く抱えていた。広場
の大半が車両のための空間で占められ、人の

利用に対する配慮が欠けていた。待ち合わせ
をしていたり、くつろぐことのできる場は少
なく、バスやタクシーへの乗り換え時の移動
もスムーズではなかった。また、旧駅前広場
内には地下街への階段や換気口などの構造
物が乱立し、利用者が気持よく過ごすことの
できる広場とは言い難い状態だった。 
 そこで、住民をはじめ筆者らの学識経験者、
事業者、行政などにより協議が行われた。地
域のクオリティカルテ評価・診断システムの
評価手法などを活用して、以下の３つの基本
整備方針が示された。 
①賑わい・交流の場の形成 
②福岡・博多の魅力を象徴する景観の形成 
③快適で利便性の高い交通広場の形成 
4.2.全体計画＜プロセス２＞ 
 利用者のための広場形成のためにまず着
目したのは、駅前広場の機能としては欠かす
ことのできないタクシープールや駐車場等
の交通機能である。旧駅前広場では広場面積
の大半がこれらの交通機能で占められてお
り、利用者に殺伐としたイメージを抱かせる
要因となっていた。したがって、これらの車
両空間を駅前広場北側半分に集約し「新たな
交通広場」を形成することとした。集約化す
ることで交通利用者にとっての利便性は向
上し、南側は広場として開放することができ
るため、利用者が快適に過ごすことができる
場の提供が可能になると判断した。 
 次に、博多口駅前広場を街の核となるシン
ボル的な交流拠点とするために主にイベン
ト利用を想定した「賑わい広場」を歩行者空
間の駅ビル側に設けた。天候にかかわらず多
くの人々が集まれるように広場上空には大
屋根をかけ、多様なイベントに対応できるよ
う地表面は平滑な舗装として構造物や植栽
を最小限にとどめた。 
 大屋根の緩やかなウェーブは、広場全体に
空間的な潤いを与えるとともに、直線構成が
主となる駅ビルのファサードと舗装パター
ンとの対比的調和をうみだしている。駅ビル
の２階デッキからもイベントを見下ろすこ
とができ、立体的な楽しさを演出している。 
 また博多口駅前広場では、都市の中にあり
ながらも豊かな緑に包まれ、やすらぎ、品格、
落ち着きの感じられる空間「緑陰広場」形成
を目指した。広場ほぼ中央に位置するは、グ
リッド状に整然と植えられたケヤキが緑の
天井を形成し、その下には笹のマウンドが配
置され、親しみのあるオアシス空間を創り出
した。 
4.3.パブリックデザイン方法 
 —秩序化と個性化—＜プロセス３＞ 
 調和と魅力の博多口駅前広場をかたちづ
くるために、パブリックエレメントデザイン
については「秩序化と個性化」を軸にデザイ
ンを行うこととした。秩序化とは、引き算の
デザインであり出来る限り対象となるモノ
の存在を周囲に感じさせないデザインを施
すことを目的とする。一方で個性化とは、文



字通り特徴付けを行うデザインであり、さま
ざまなエレメントが存在する博多口駅前広
場において主役となる対象を定めデザイン
を施すことを目的とする。 
 博多口駅前広場では、３つの基本整備方針
が明確に示されており、その中で福岡・博多
を象徴する空間を形成すること、豊かな緑を
感じる落ち着きのある空間を形成すること
が明示されていたため、広場に点在する地下
からの出入口やバス停、サイン、照明などの
施設・装置といった都市機能を有する要素に
は、駅ビルや周辺景観に調和するシンプルで
わかりやすい秩序化のデザインを施した。一
方、福岡・博多を象徴する空間とするための
エレメントとして広場舗装を対象とし、植
栽・ベンチなどの屋外生活において人々に憩
いややすらぎを与える要素に、福岡・博多を
表現する個性化のデザインを施した。 
 秩序化のデザインの対象とした高さ 12ｍ
の道路照明は、信号、標識などを共架集約し、
4 本の角パイプ構成によって柱の存在感を軽
減している。また角パイプをダークとライト
のグレートーンに色分けすることで駅ビル
のファサードに同調するデザインとした。ま
た、広場内照明に関しては高さ５m の LED 照
明を採用し歩行者用信号機を共架している。
広場内のポール系装置には、道路照明以外に
歩車道を分離するための防護柵が設けられ
る。防護柵のデザインについても道路照明と
同系の2色のグレートーンで構成する秩序化
の方法を展開した。広場内には、道路照明や
防護柵の他に、案内サインやシェルター、地
下への出入口、交番などの装置や施設が利用
上必要とされる。これらの装置や施設に関し
て筆者らは、デザインディレクションの立場
で、秩序化のデザインを進めた。基本的には、
シンプルな形態と色彩を施し、広場デザイン
の脇役に徹することとした。 

図１．駅ビルと同調する街路灯：秩序化の方法例 
 広場の舗装については、特に「賑わい広場」
が非常に大きな面積を占めることから博多
口駅前広場全体の景観イメージに与える影
響が大きいと考え、福岡・博多を象徴するモ
チーフとなる個性化のデザインを施すこと
とした。舗装パターンにより双子都市といわ
れる博多と福岡の結びつきを印象づけるよ
う、疎密を用い南北と東西の帯柄が織りなす
リズムに福岡と博多の結びつきを表現し、博

多の拠点となる博多駅から福岡の拠点とな
る天神地区を結ぶ「はかた駅前通り」に広場
を通じて人々を導くように、広場にかかる大
屋根とはかた駅前通りの交点付近を中心に
グラデーションを集中させている。 福岡市
は、北に海（博多湾／玄界灘）南に山（背振
山系）を配し、市の東側に博多駅が立地する
古くから町人の街として栄えた旧・博多部、
西側に福岡城趾のある武士の街、旧・福岡部
が位置する双子都市である。そこで舗装デザ
インは、黒御影系の石を基調（夏場の照り返
しを考慮）に、南北の自然に育まれた地勢と
東西の双子都市の特質を主に本石を用いて
表現した。南北方向は白御影石のボーダーに
よる舗装パターンを施し、東西方向は、５色
の斑岩などをランダムに組み合わせた博多
織をイメージした織り柄による帯状のパタ
ーンを構成している。この舗装パターンによ
り、駅中央コンコースから広場へ訪れた人々
は、白御影石と斑岩の織り柄によるグラデー
ションのパターンに誘われ舗装パターンが
集中する、はかた駅前通り方向（旧福岡部：
現・天神地区）へ自然と向かうことになる。
この、ゆったりとした人の流れができたこと
で、街と広場との連続性が創出されている。 

図２．交差点に集中するパターン：個性化の方法例 
4.4.考察 
 個性化は、地域特性などから抽出した価値
をひとと要素と場の相互が協調した魅力の
デザインに結びつけることであり、秩序化に
より整理された環境の中ではじめて形成さ
れる街路空間デザインである。 
 博多口駅前広場が目指したのは、単なる交
通広場ではなく人々がくつろぎ、駅を楽しめ
る福岡・博多の玄関口にふさわしい「おもて
なしの場」の提供であった。次代に繋ぐ「お
もてなしの場」の創出には、住民、行政、事
業者、計画・設計者の協働によるデザインが
不可欠である。多数の事業者が管理する既設
の地下出入口を新設と同様に再整備するな
どの協働デザインが魅力的な立ち止まって
みたくなる広場の実現にむすびついた。 
※以上、下記の主な発表論文 1及び 8からの要約 
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